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＜予備電源は構成部品＞ 

 予備電源は、自動火災報知設備及びガス漏れ火災警報設備の

中継器又は受信機の構成部品です。 

 

＜予備電源とは＞ 

 予備電源は、防災用機器に常用電源のバックアップ電源として使用される密閉型蓄電池で

あって、現在使われている大半が、密閉形ニッケル・カドミウム蓄電池となっています。 

なお、消防法令（昭和 44 年の改正）及び建築基準法令（昭和 45 年の改正）の改正に伴

って、誘導灯及び非常用照明器具に使用され、また、火災報知設備に係る技術上の規格制定

（昭和 45 年）を契機として、自動火災報知設備の予備電源として使用されるようになりま

した。 

 

１ 予備電源の種別 

  予備電源には、アルカリ電池（密閉形ニッケル・カドミウム蓄電池、密閉形ニッケル・

水素蓄電池及び据置ニッケル・カドミウムアルカリ蓄電池）と鉛電池（小形制御弁式鉛蓄

電池及び据置鉛蓄電池）があります。 

現在、火災報知設備及びガス漏れ火災警報設備に使用されている蓄電池は、密閉形ニッ

ケル・カドミウム蓄電池、密閉型ニッケル・水素蓄電池及び小形制御弁式鉛蓄電池のみで

あることから、以下、これらの蓄電池について説明します。  

  予備電源は、次のように区分されます。 

                           受信機用 

         密閉形ニッケル・カドミウム蓄電池  

                           中継器用 

                           受信機用 

   予備電源  密閉形ニッケル・水素蓄電池 

                           中継器用 

                           受信機用 

         小 形 制 御 弁 式 鉛 蓄 電 池  

                           中継器用 

 

予備電源 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S36/S36SE037.html
http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S36/S36SE037.html


認証区分  品質評価 

根拠条文  消防法第 21 条の３６ 

制度の概要 検定協会が基準に適合することを検査し、合格の表示を付す。（法的拘束

力はない） 

型式適合評価合格の表示（シール） 
（シール大きさ:縦 15mm×横 15mm） 

 

２ 予備電源の一般構造及び性能 

  予備電源の一般構造及び性能は、次に掲げるとおりです。 

（１）取扱い及び保守点検が容易にでき、耐久性を有するものであること。 

（２）ほこり、湿気等によって、機能に異常を生じないものであること。 

（３）腐食によって、機能に異常を及ぼすおそれのある部分は、防食措置が講じられている 

  こと。 

（４）配線は、十分な電流容量を有するものとし、かつ、配線の接続が的確であること。 

（５）誤接続を防止するための適当な措置が講じられていること。 

（６）据付方向によって漏液がなく、機能に異常を生じにくいものであること。 

（７）外部から容易に人が触れるおそれのある充電部は、十分に保護されていること。 

（８）口出線は、色分けするとともに、誤接続防止のための措置が講じられていること。 

（９）充電装置の異常等によって内部ガス圧が異常に上昇するおそれがあるものは、安全措  

  置が講じられていること。 

（10）中継器用予備電源にあっては、零下 10 度から 50 度まで、受信機用予備電源にあ 

っては、零度から 40 度までの範囲の周囲温度において、機能に異常を生じないもの

であること。 

 

 

 

 

 

 

 

＜表示＞ 

○ 型式番号  

日本消防検定協会において、予備電源の形状、構造、材質、成分及び性能が、基準等に

適合するものに付与された番号です。『品評予第○○～○○号』という形式で表記されま

す。 

 

○ 型式適合評価合格の表示  

日本消防検定協会では、依頼者（製造者）からの依頼を

受けた型式適合評価において基準に適合している場合、製

品には、右図のような型式適合評価合格の表示がシールに

より表示されます。  

 

  

 

 

 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S23/S23HO186.html


１ 平成２４年６月に消防法が改正され、平成２5 年４月より日本消防検定協会の業務か

ら鑑定が削除され、依頼に応じた消防の用に供する機械器具等に関する評価（受託評価）

が加えられました。予備電源は、従来の鑑定品目から受託評価品目になりました。 

 

２ 平成２５年４月の型式適合評価依頼分から合格表示（ＮＳマーク）の様式が変更にな

ました。 

 


